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山との関わり
　「山に親しむ機会を得て、山の恩恵に感謝する」
ことを趣旨に、8月11日を「山の日」として国民の
祝日とする祝日法が、平成28年（2016）に施行さ
れました。実際のところ、祝日が設けられたとして
も、普段の生活の中で山との関わりを意識する機会
は多くはないのではないでしょうか。ですが、山と
人との関わりは古くから見られ、資料として残され
ていたり、生活の中の意識をしていないところで関
わりがあったりします。
　今年度の郷土資料館特別展は、猿投山を中心とし
て、山の成り立ちや、山を構成する岩石、地質、そ
れを仰ぎ見る人々が生み出した信仰や神話、またそ
れらに触発され発展していった登山・観光などを取
り上げ、人と山との関わりについて紹介したいと考
えています。

信仰と山
　山は、時に郷愁や憧憬を、時に障壁としての畏怖
を与え、それを仰ぎ見ながら暮らす人々の心象風景
と強く結びついた存在です。そのような存在である
からこそ、神話の時代から人と山に関わる記録が残
され、神話や寺社の縁起からは、神として信仰され
た山をはじめとした自然の地物や現象などと人々の
関わりや意識を読み取ることができます。
　ここでは、猿投山と猿投神社を例として取り上げ
てみたいと思います。猿投神社の背後に聳える猿投
山（標高629ｍ）は、豊田市と瀬戸市に跨り、尾張
国と三河国を隔てる場所に位置しています。古くか
ら人々の信仰の対象となり、南麓に猿投神社本社、
山上の東峰に東宮、西峰に西宮が位置し、霊山とし
て崇敬されてきました。近世前期にまとめられたと
考えられている縁起書「猿投之本縁」によれば、猿
投神社は、景行天皇の皇子で、ヤマトタケルの兄で
ある大碓命を祭神とする縁起を持ちます。大碓命は
『日本書紀』では美濃国へ封じられたとされますが、
「猿投之本縁」では、猿投山山中で蛇に噛まれて亡
くなり、猿投山頂上に葬られたとされます。大碓命
がなくなった後、仲哀天皇の勅願によって山下に大
碓命を祀る祠が造られ、それが現在の猿投神社本社

とされています。
　猿投神社の祭神については、中世までは猿投神社
側の資料の中で書かれたものはほとんど見られず、
本社は半行大明神、東宮は覚満大菩薩、西宮は智満
権現という神仏習合に基づく仏号で呼ばれていまし
た。
　猿投山と猿投神社においては、古くから存在した
猿投山への信仰があり、その後、山への信仰が猿投
神社への信仰へと定着させられていったと考えられ
ます。
　特別展では、猿投山と猿投神社のほかにも、本宮
山と砥鹿神社、飯盛山と足助八幡宮、六所山と六所
神社などを取り上げて紹介します。

「とよた歴史マイスター」との共働
　本特別展では「とよた歴史マイスター」の有志
14名とともに、市内の校歌に歌い込まれている山
をはじめとした景観について分析を行いました。校
歌を分析対象に選んだ理由は、校歌に歌い込まれる
対象は、その学校が所在する地域の人々の心象風景
と強く結びついているのではないかと考えたからで
す。もしそうであれば、広域的に歌い込まれる対象
と、ある一定の地域において歌い込まれる対象が存
在するのではないか、一定の地域で歌い込まれる対
象からその地域性を読み取れるのではないかと考え
ました。
　校歌の分析は、まず市内の小中学校、高校の校歌
の中から歌い込まれている山や川などの景観を抽出
することから始めました。対象となったのは小学校
75校、中学校28校、高等学校・高等専門学校15校
の、計118校になります。抽出を進める中で、具体
的な山や川の名前ではなく、抽象的な表現も多く見
られました。また、学校の建つ場所を歌い込んでい
る例も多く見られました。今回の分析では、具体的
な山や川などの分析を行いたいと考え、具体的な山
や川が特定できないものや学校の立地する場所につ
いては除外をして、抽出を行いました。
　抽出を行った結果、山として19、川として９、
その他として11の要素が得られました。山につい

ては、猿投山は挙母地区を中心として33校で歌い
込まれていました。一方で、六所山が松平地区を中
心として9校、村積山が上郷地区を中心として5校、
飯盛山が足助地区で4校などと地域的な特徴も見て
とることができます。調査にあたったとよた歴史マ
イスターの皆さんも含めて意外に感じたのは、段戸
山（鷹ノ巣山）が市内各所12校の校歌の中に歌い
込まていることでした。段戸山自体は豊田市街地か
ら見ると、寧比曽岳が手前にあるため直接見ること

は難しい山です。段戸山周辺の山々を含めて、段戸
山としている可能性もありますが、今回の活動の中
での新たな発見でした。
　特別展では、今回紹介したもの以外にも、古代か
ら現代までの人々と山の関わりを紹介したいと思い
ます。会期の終盤には、山に出かけるのに良い時期
になってきます。特別展観覧後に登る山では新たな
発見があるのではないでしょうか。（市澤　泰峰）

とよた歴史マイスターのみなさんとの作業風景

特別展 猿投山  ―祈る山、観る山、登る山―猿投山  ―祈る山、観る山、登る山―

会　　期：令和２年１月18日（土）～３月22日（日）
　　　　　月曜休館（ただし、祝日は開館）
開館時間：午前9時～午後5時
　　　　　（入館は午後４時30分まで）
会　　場：豊田市郷土資料館
　　　　　第１展示室・第２展示室
観 覧 料：一般300円　高校生・大学生200円
※中学生以下、70歳以上、豊田市在住・在学の高校
生、障がいのある方及びその介護者 名は無料（要証
明書等提示）

＜関連イベント＞
ギャラリートーク

①足下を見てみるとー豊田の石― 
水野 路子氏（とよた科学体験館職員）
日　時：令和２年２月15日（土）午後２時～３時
会　場：豊田市郷土資料館展示室
申込み：不要（時間までに直接会場へお越しください） 　

②名勝旧龍性院庭園の魅力
丸山 宏氏（名城大学教授）
日　時：令和２年２月29日（土）午後２時～３時
会　場：豊田市郷土資料館展示室
申込み：不要（時間までに直接会場へお越しください）

現地見学会
名勝旧龍性院庭園現地見学会
日　時：令和２年３月14日（土）午前10時～午後３時
　　　　午前10時30分、午後１時30分から２回、学芸員による現地解説を実施します。
会　場：旧龍性院庭園（豊田市　猿投町瀬戸田11番）
駐車場：猿投棒の手ふれあい広場　※猿投神社の駐車場には駐車しないでください
申込み：不要（時間までに直接会場へお越しください）

学芸員による展示解説
日　時：令和２年１月19日（日）・３月15日（日）午後２時～２時30分
会　場：豊田市郷土資料館展示室
申込み：不要（時間までに直接会場へお越しください）
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博物館資料の名称
　博物館の収蔵資料には、資料名称がついています。
管理上の必要性もありますが、本質的には、その資
料が生み出された時代・地域でどんな存在だったの
か、また、学術上どのように理解されてきたかを知
る上での必要性から名が付されます。
　お茶に関わる陶磁器の勉強をしていた頃、茶道具
に「名」と「銘」が有ることを知りました。「名」
は、「古瀬戸茶入」「高麗茶碗」のように、用途や
時代・産地などにより特定される名称です。一方、
「銘」には、所有者などその道具を評価した人が、
その道具について「どのように愛着を感じ、何に見
えたか」という心象で付けた、いわば愛称であるも
のが多く確認できます。　
　例えば、当館蔵の渡邉規綱公お手製の黒楽茶碗は、
山路状を為す口を波に、釉の発泡を波しぶきになぞ
らえたのか、裏千家十四世 淡々斎宗室により「飛
涛」という雄々しい銘が付けられています。　
　第三者が学術的に特定可能な「名」に対して、
「銘」は、何らかの記載がなければ知り得ません。

「名」と共に継承されてきた「銘」により、私たち
は先人の記憶に触れることができるのです。

「名」の功罪
　本来、かなりプライベートな存在である「銘」に
対し、学術的な根拠に基づく「名」は、ものの来歴
を示す、必須情報と言えるでしょう。そしてそれは、
客観的な評価でありつつ、一方で誤った情報を与え
るきっかけともなります。
　例えば、市指定文化財である大屋敷遺跡（豊田市
川面町）出土資料には、「大屋敷遺跡出土品」とい
う、場所性のみを特定したかなり控えめな指定名称
が付けられています。では、それらのうち、頻繁に
展示で紹介される、縄文中期の土器１点を紹介する
場合はどうでしょうか。
　考古資料でよく見受けられるのが、型式名を付す
ケースです。学術上の整理により、使用された時
期・地域が特定される一群、これを「型式」と言い、
その良好な資料群が得られた遺跡名を型式名としま
す。しかしこの土器、私が土器研究者と話をする中
でも、人によりその型式認定がぶれるのです。縄文
時代中期後半でも新しい段階で、かつ、東日本的な
文様要素を持った土器という点は一致するのですが、
ある人は「東海地方西部の“取組式土器”の典型」と
評価し、またある人は、「長野県南部の“親田式土
器”の一部」と評価します。
　私としては、「名」に拘泥する以上に大切にした
いことは、その資料の存在する意味です。この土器

と見まがう類似例は、取組式土器や親田式土器と言
われる様々な遺跡出土資料中でも限定されます。そ
してそれらは、大屋敷遺跡から80㎞近く離れた遺
跡でも出土しています。一方で、大屋敷遺跡の出土
資料中では、この土器と酷似する土器が複数存在し
ている訳ではないようです。
　以上のような事実を念頭に置くと、縄文人にとっ
ての遠隔地間の交流や土器生産の在り方について、
より具体性を帯びて考えることができます。　
　しかし、例えば「長野県南部から運ばれた土器」
とか「三河山地の縄文人が、長野県南部の土器を真
似て作った土器」といった意味の名を付けると、新
たな発見によりその名の根拠となった事実に修正を
迫られる際、大きな弊害が生じます。
　人工物であれ、自然物であれ、適切な「名」を付
けるのは、とても難しいことのようです。

土偶の「名」
　本市は、埼玉県出身の作家 田中順三氏より寄贈
していただいた縄文時代の土偶を多数所蔵していま
す。土偶には、「遮光器土偶」や「ミミズク型土
偶」といった学術名称があります。
　遮光器とは、イヌイットの人々が雪中で着用する
横一線の細長いスリットを設けたゴーグルのことで、
明治時代の考古学者が、土偶の目の表現から、遮光
器を着用しているのではないかと推測したことから
その名が付いています。しかし、遮光器が必要な環
境であるのなら、当然、同様の器物が実在している
わけで、そのような証拠が確認できない以上、真実
性が薄い名称と言えるでしょう。しかし、あまりに
もその名が一般化したため、現在でも用いられ続け
ている一例です。
　ミミズク型土偶は、その容貌がミミズクに似てい
ることから名付けられました。遮光器土偶よりは罪
作りでないとしても、粘土で作られた女性像と、鳥
類のミミズクに関係があるかのような誤解を招いて
しまいそうです。博物館で、「遮光器土偶」や「ミ

ミズク型土偶」といった展示キャプションを見るに
つけ、いつも不安な気持ちになります。

小学生、土偶に「銘」を付ける
　そんなことを考えていた矢先、企画展「土偶コレ
クション」（会期：令和元年10月26日～12月18日
／会場：足助中馬館）の展示キャプション作成につ
いて、中馬館が所在する地元 足助小学校の４～６
年生と取り組む機会をいただきました。
　34人の子どもたちは、土偶を丹念に見て、仲間
と品評し、気に入った土偶を手に取って観察し、土
偶のキャッチフレーズと見どころを記しました。
　それらのキャプションは、子どもらしさの面白み
に加え、考えさせられるところが多くあります。　
　例えば、遮光器土偶に対して、「目が大きくてフ
クロウに似てる」とのコメントと共に「ふくたん」
と名付けた子がいました。目が特徴と見い出した点
は、考古学者と同様であることが分かります。
　また、土偶が耳飾りをしているのではないか、と
記した子もいました。確かに、土偶の中には、顔の
左右両端に小孔が表現されているものがあり、考古
学者はそれを耳飾りの表現と考えています。
　実物を面白がって深く観察し、考え、自分なりに
表現する。まさに土偶に「銘」を付けた訳です。　
　今回の郷土学習スクールサポートは、子どもたち
にとって授業とかけ離れていたものだったかもしれ
ません。しかし、教科の枠組みに当てはまりにくく
とも、より深い所で成立する学びもあるのではない
でしょうか。また、「銘を付ける」という行為を通
じた博物館展示について、新たな可能性をも感じさ
せてくれました。

名と銘
　子どもたちによるキャプションは、中馬館で土偶
と共に展示されました。来館されたあるお客様は、
資料のすばらしさを称賛しつつ、もっと専門的な見
識も知りたいとつぶやきました。私がパンフレット
を差し上げると、その方は大変満足し、夢中で土偶
への想いをお話されていました。その様子を見つつ、
私は、きっと人それぞれ思い抱く「銘」があり、そ
れを共有できることは、未来の博物館の種になるの
ではないかと感じました。
　先人が育てた「名」と「銘」。新博物館に向け、
その意義を再認識し、施設設計や活動の準備に活か
していきたいと考えています。　（髙橋　健太郎）

黒楽茶碗 銘 飛涛（左）とその箱書き（右）

遮光器土偶（左）とミミズク型土偶（右）大屋敷遺跡から出土した縄文土器

名と銘
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博物館資料の名称
　博物館の収蔵資料には、資料名称がついています。
管理上の必要性もありますが、本質的には、その資
料が生み出された時代・地域でどんな存在だったの
か、また、学術上どのように理解されてきたかを知
る上での必要性から名が付されます。
　お茶に関わる陶磁器の勉強をしていた頃、茶道具
に「名」と「銘」が有ることを知りました。「名」
は、「古瀬戸茶入」「高麗茶碗」のように、用途や
時代・産地などにより特定される名称です。一方、
「銘」には、所有者などその道具を評価した人が、
その道具について「どのように愛着を感じ、何に見
えたか」という心象で付けた、いわば愛称であるも
のが多く確認できます。　
　例えば、当館蔵の渡邉規綱公お手製の黒楽茶碗は、
山路状を為す口を波に、釉の発泡を波しぶきになぞ
らえたのか、裏千家十四世 淡々斎宗室により「飛
涛」という雄々しい銘が付けられています。　
　第三者が学術的に特定可能な「名」に対して、
「銘」は、何らかの記載がなければ知り得ません。

「名」と共に継承されてきた「銘」により、私たち
は先人の記憶に触れることができるのです。

「名」の功罪
　本来、かなりプライベートな存在である「銘」に
対し、学術的な根拠に基づく「名」は、ものの来歴
を示す、必須情報と言えるでしょう。そしてそれは、
客観的な評価でありつつ、一方で誤った情報を与え
るきっかけともなります。
　例えば、市指定文化財である大屋敷遺跡（豊田市
川面町）出土資料には、「大屋敷遺跡出土品」とい
う、場所性のみを特定したかなり控えめな指定名称
が付けられています。では、それらのうち、頻繁に
展示で紹介される、縄文中期の土器１点を紹介する
場合はどうでしょうか。
　考古資料でよく見受けられるのが、型式名を付す
ケースです。学術上の整理により、使用された時
期・地域が特定される一群、これを「型式」と言い、
その良好な資料群が得られた遺跡名を型式名としま
す。しかしこの土器、私が土器研究者と話をする中
でも、人によりその型式認定がぶれるのです。縄文
時代中期後半でも新しい段階で、かつ、東日本的な
文様要素を持った土器という点は一致するのですが、
ある人は「東海地方西部の“取組式土器”の典型」と
評価し、またある人は、「長野県南部の“親田式土
器”の一部」と評価します。
　私としては、「名」に拘泥する以上に大切にした
いことは、その資料の存在する意味です。この土器

と見まがう類似例は、取組式土器や親田式土器と言
われる様々な遺跡出土資料中でも限定されます。そ
してそれらは、大屋敷遺跡から80㎞近く離れた遺
跡でも出土しています。一方で、大屋敷遺跡の出土
資料中では、この土器と酷似する土器が複数存在し
ている訳ではないようです。
　以上のような事実を念頭に置くと、縄文人にとっ
ての遠隔地間の交流や土器生産の在り方について、
より具体性を帯びて考えることができます。　
　しかし、例えば「長野県南部から運ばれた土器」
とか「三河山地の縄文人が、長野県南部の土器を真
似て作った土器」といった意味の名を付けると、新
たな発見によりその名の根拠となった事実に修正を
迫られる際、大きな弊害が生じます。
　人工物であれ、自然物であれ、適切な「名」を付
けるのは、とても難しいことのようです。

土偶の「名」
　本市は、埼玉県出身の作家 田中順三氏より寄贈
していただいた縄文時代の土偶を多数所蔵していま
す。土偶には、「遮光器土偶」や「ミミズク型土
偶」といった学術名称があります。
　遮光器とは、イヌイットの人々が雪中で着用する
横一線の細長いスリットを設けたゴーグルのことで、
明治時代の考古学者が、土偶の目の表現から、遮光
器を着用しているのではないかと推測したことから
その名が付いています。しかし、遮光器が必要な環
境であるのなら、当然、同様の器物が実在している
わけで、そのような証拠が確認できない以上、真実
性が薄い名称と言えるでしょう。しかし、あまりに
もその名が一般化したため、現在でも用いられ続け
ている一例です。
　ミミズク型土偶は、その容貌がミミズクに似てい
ることから名付けられました。遮光器土偶よりは罪
作りでないとしても、粘土で作られた女性像と、鳥
類のミミズクに関係があるかのような誤解を招いて
しまいそうです。博物館で、「遮光器土偶」や「ミ

ミズク型土偶」といった展示キャプションを見るに
つけ、いつも不安な気持ちになります。

小学生、土偶に「銘」を付ける
　そんなことを考えていた矢先、企画展「土偶コレ
クション」（会期：令和元年10月26日～12月18日
／会場：足助中馬館）の展示キャプション作成につ
いて、中馬館が所在する地元 足助小学校の４～６
年生と取り組む機会をいただきました。
　34人の子どもたちは、土偶を丹念に見て、仲間
と品評し、気に入った土偶を手に取って観察し、土
偶のキャッチフレーズと見どころを記しました。
　それらのキャプションは、子どもらしさの面白み
に加え、考えさせられるところが多くあります。　
　例えば、遮光器土偶に対して、「目が大きくてフ
クロウに似てる」とのコメントと共に「ふくたん」
と名付けた子がいました。目が特徴と見い出した点
は、考古学者と同様であることが分かります。
　また、土偶が耳飾りをしているのではないか、と
記した子もいました。確かに、土偶の中には、顔の
左右両端に小孔が表現されているものがあり、考古
学者はそれを耳飾りの表現と考えています。
　実物を面白がって深く観察し、考え、自分なりに
表現する。まさに土偶に「銘」を付けた訳です。　
　今回の郷土学習スクールサポートは、子どもたち
にとって授業とかけ離れていたものだったかもしれ
ません。しかし、教科の枠組みに当てはまりにくく
とも、より深い所で成立する学びもあるのではない
でしょうか。また、「銘を付ける」という行為を通
じた博物館展示について、新たな可能性をも感じさ
せてくれました。

名と銘
　子どもたちによるキャプションは、中馬館で土偶
と共に展示されました。来館されたあるお客様は、
資料のすばらしさを称賛しつつ、もっと専門的な見
識も知りたいとつぶやきました。私がパンフレット
を差し上げると、その方は大変満足し、夢中で土偶
への想いをお話されていました。その様子を見つつ、
私は、きっと人それぞれ思い抱く「銘」があり、そ
れを共有できることは、未来の博物館の種になるの
ではないかと感じました。
　先人が育てた「名」と「銘」。新博物館に向け、
その意義を再認識し、施設設計や活動の準備に活か
していきたいと考えています。　（髙橋　健太郎）

黒楽茶碗 銘 飛涛（左）とその箱書き（右）

遮光器土偶（左）とミミズク型土偶（右）大屋敷遺跡から出土した縄文土器

名と銘
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　安藤早太郎は、江戸時代に豊田市中心部を治めた
挙母藩の藩士でした。天保13年（1842）、奈良東
大寺の西回廊（長さ106.8m）で挙行された通し矢
において、一昼夜で放った矢数11,500本のうち
8,685本を射通して、日本一の大記録を打ち立てま
した。しかし、藩内での軋轢もあり、嘉永4年
（1851）に脱藩。その12年後に京都で結成された
新選組の名簿には、副長助勤という重要な役職に沖
田総司・永倉新八らと並んで安藤早太郎の名前があ
ります。

　挙母藩の安藤早太郎と幕末の京都で倒幕勢力と相
対した新選組の安藤早太郎は、同一人物か同姓同名
の別人か。この問題については昭和30年代には記
述があり、同40年代からは郷土
史家の日尾野心清氏が同一人物の
立場で精力的に研究を進めました。
『豊田市史』年表（昭和57年
刊）や人物編（同62年刊）には、
早太郎が挙母藩脱藩後に新選組隊
士になったと記され、新選組を扱
う本の中でも、「元挙母藩士」と
記述されることが多くなりました。
筆者もその前提で、脱藩後の早太
郎について記したことがあります
（「安藤早太郎脱藩の謎」『豊田
市郷土資料館だより』№５･６,
1993）。いわば定説化していた
この見解に疑問を呈したのは、郷
土史家の杉本育也氏でした。杉本
氏は早太郎に関わる資料を詳細に分析し、両氏を安
易に同一人物とみなすことに警鐘を鳴らしたのです
（「挙母藩士 安藤早太郎 前」『研究紀要』第４集,

豊田市郷土史研究会、2005）。
　脱藩後の早太郎について、明治期の挙母の資料は
「京都の一心寺に入る」「浪士に伍しため殺され
る」「墓は京都の聞名寺にある」などと記していま
すが、早太郎が新選組に加入したという明確な記述
はどこにもありません。また、挙母藩士の早太郎は、
新選組結成時には40代半ばすぎでしたが、子母澤
寛氏が子供の頃に新選組を見ていた八木為三郎翁の
談話を掲載した『新選組遺聞』（昭和４年刊）には、
早太郎が「まだ年も二十五六」と書かれていること
も、同一人物説の弱みでした。この論争は新選組関
係の本でも取り上げられましたが（伊東成郎『新選
組残日録』新人物往来社、2007）、筆者はその後、
京都の一心院や聞名寺と早太郎の関係性などを検討
し、２人の安藤早太郎は同一人物である可能性が高
いと考えました（「挙母藩の安藤早太郎は、新選組
の安藤早太郎か？」『一弓入魂』豊田市教育委員会
2014）。

　平成30年10月、書店で『新史
料からわかった新選組の真実』
（菊地明、洋泉社、2018）とい
う新刊を手にとり開いてみると、
宮内庁宮内公文書館所蔵の「維新
階梯雑誌」に筆写されていたとい
う文久３年（1863）12月の新選
組の編成表が目に留まりました。
初めて見る史料でしたが、七番隊
5人の筆頭に安藤早太郎の名前が
あり、大いに興奮しました。そこ
には「隊士たちの出身地・年齢と
添書きを省略し」と記されていた

ため、早太郎論争の決め手になると直感し「維新階
梯雑誌」について調べたところ、すでに雑誌で紹介
されていたことが分かりました（『新選組10人の

隊長』洋泉社、2016）。早速注文し、数日後に届
いた雑誌を急ぎ開いてみると、伊藤哲也氏の「隊士
名簿発見！」という記事がありました。「維新階梯
雑誌」の該当部分の写真も掲載されており、安藤早
太郎（「支藤早太郎」と記されるが筆写時の間違
い）の名前には、なんと「三州」「四十才」という
添書きがあったのです。三河出身で年齢40歳。同
一人物説を否定する最大の根拠となっていた『新選
組遺聞』にある年齢「二十五六」は、八木翁の記憶
違いか、子母澤氏の創作であったことが明らかとな
りました。実際よりも少し若いのは、他の隊士より
もかなり年齢が高かったため、入隊時にサバを読ん
で申告したのでしょう。加えて、早太郎の左には
「雪荷派弓術」の添書きがあります。一見すると左
側の人物の情報のように見えますが、武芸などの添
書きの多くは筆写時に左側にずれているため、本来
は早太郎の説明です。新選組は治安維持組織として、
さまざまな武術の使い手を求めており、剣の達人が
揃う新選組の中で、早太郎は弓士としての抜群の経
歴も評価されていたのでしょう。その後、宮内庁宮
内公文書館において「維新階梯雑誌」の原本を確認
した結果、二人の安藤早太郎が同一人物であること
はほぼ決定的になったと言えます。

　通し矢日本一という挙母藩では類をみない栄誉を
得て、藩名を広く世間に知らしめたにもかかわらず、
挙母の資料は早太郎についてみな口をつぐんだ観が
あります。維新を成し遂げた明治の世に、新選組隊
士を語ることははばかられたのでしょう。
　嘉永４年７月に脱藩した早太郎は、やがて京都知
恩院に隣接する一心院に身を寄せますが、その後還
俗し新選組に加入。その前身である壬生浪士組の文
久３年５月25日の名簿には、34人中19人目に安藤
早太郎の名前が登場します。14人目までが結成当
時の、それ以降が４月からの募集に呼応し加入した
隊士であるため、早太郎が極めて早い段階に入隊し
ていたことが分かります。同年9月に芹澤鴨以下15
人が有栖川宮邸に参上した記録の中にも早太郎の名
前が見えます（あさくらゆう『新選組を探る』潮書
房光人社、2014）。『新選組遺聞』には「京都の
地理が詳しい」とありますが、京都の寺で身に着け
た土地勘や、武芸の実績をもつ年長者であることに
よって、隊の中でも重用されていた様子がうかがわ
れます。
　そして、元治元年（1864）６月５日、あの池田
屋事件が起きます。新選組のうち近藤隊10人ほど
が志士たちの集まる池田屋を襲撃、早太郎は奥沢栄
助と新田革左衛門を従えて裏口を固めたとされてい
ます。池田屋の戦闘は凄惨を極め、脱出を図る志士
たちが裏口に殺到しました。迎え撃った早太郎ら3
人は深手を負い奥沢は即死。早太郎は壬生の屯所に
戻りましたが、７月22日に息を引き取りました。
　挙母で生まれ武芸の腕を磨き、大きな誉れを手に
しながらも脱藩した早太郎が、新選組に加入するま
での足取りはなお不明なことばかりで、今後も研究
が必要です。最後に壬生の屯所で臥せった夏のひと
月余りの間、元挙母藩士安藤早太郎の胸にふるさと
の風景や記憶は去来していたのでしょうか。

（森　泰通）

東大寺で弓を引き絞る早太郎
（松波佐平弓具店蔵）

「維新階梯雑誌」（宮内庁宮内公文書館蔵）

１. 安藤早太郎とは

新選組の安藤早太郎は挙母藩士だった!

４. 脱藩後の安藤早太郎

２. これまでの研究略史

３. 「維新階梯雑誌」の出現

新選組の安藤早太郎は挙母藩士だった! 誠
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　博学連携には二つのねらいがあります。
①　新学習指導要領や学校の先生からの要望に基づいた、学

校教育における博物館の必要性（授業づくりに生かせ
る博物館）の具現化。

②　豊田市博物館基本計画における新博物館機能「学習支
援・創造機能」（「とよた」を学ぶ・未来を生み出
す）の実現。

　この二つをねらいとして、令和５年度の（仮称）豊田市博
物館開館にむけて、郷土学習スクールサポートの充実を図っ
ています。

　博物館を活用した授業の効果として、以下の三点が期待さ
れます。
①　子どもの？（疑問・つぶやき）に答えることができる。
②　郷土の自然や文化に愛着をもつことができる。
③　新たな疑問や調べたい意欲をもち、息の長い深い学びに

つなげることができる。
　♪１粒で２度おいしい　お菓子のCMでおなじみの曲です。
博物館を活用した授業では、これを超える「１回行けば、３
度おいしい」学びの実現をめざしています。

⑴博物館へ行こう！

児童Ａ：信長って、長篠の戦いで効果的に火縄銃を
使ったって授業で学んだよ。火縄銃って今の
銃と違うのかなぁ？

児童Ｂ：時代が違うんだから今のとは違うでしょう。
児童Ｃ：じゃあ、信長はどうやって火縄銃で勝ったの？

どんな戦いなのかすごい気になるんだけど！
先　生：みなさん、盛り上がっていますね！疑問をも

つことは素晴らしいことです。では、来週博
物館に行って実際に本物を見たり触ったりし
ながら、みなさんの謎を解明しませんか？

児童Ａ：やったぁ～！楽しみだね！

⑵「ホンモノ」に触れることで味わう感動
　子どもたちは、教科
書では体感できない大
きさの屏風に触れるこ
とで、長篠の戦いのス
ケール感を味わうこと
ができました（この写
真は実物ではなくタペ
ストリーを見ている様
子）。

児童Ａ：屏風ってこんなに大きく、山折り谷折りと
いった感じで折れているんだね。

児童Ｂ：槍をもったり、火縄銃を撃っていたり、馬に
乗っていたりしている人がいっぱいいるね。

　「ホンモノ」に触れて体験したからこその感動を味わうこ
とができました。

⑶実際に火縄銃のレプリカに触って学習課題にせまる
　実際にレプリカを触った子どもは、
「こんなに重いもので戦ったなんて信
じられない」「火縄銃を撃つのに２～
３分もかかったのがわかる気がする」
といった感想をもちました。子どもた
ちは、火縄銃の重さや撃つことの大変
さを体感したことで、連合軍が勝利し

た他の理由を追究したいと考え、学習課題にせまる姿に変
わっていきました。

⑷古地図を利用して多面的に考える
　子どもたちは江戸期に作成された設楽原の古地図を見て、
「武田軍の騎馬隊は田んぼや畑が多いので、足をとられて上
手に戦えなかったと思います」と考えました。
　長篠の戦いは火縄銃を活用したことで有名ですが、地形を
上手に利用した戦いでもあることを知り、多面的に考えるよ
うになりました。

⑸息の長い深い学びへ
　子どもたちは、長篠合戦図
屏風に豊田市ゆかりの武将で
ある渡辺守綱が描かれていた
ことを知り、さらに追究する
ために遊佐家長屋門、旧松本
家長屋門へ学習に行きました。

児童Ａ：博物館に行ったら、実際に本物を見たり触っ
たりできるから、教科書ではわからないこと
がわかったね。

児童Ｂ：長篠の戦いが僕たちの住む豊田市にも関係が
あることを知ってうれしかった。

児童Ｃ：今度は渡辺守綱についてもっと詳しく知りた
いな。

　子どもたちの感想からもわかるように、博物館を活用した
授業づくりでは、「１回行けば、３度おいしい」＝「子ども
の３つの学びを保証する」ことができると考えています。

（山岸　怜）【三英傑を探している様子】

【火縄銃の重さを体感する様子】

【長屋門を訪問した様子】

博学連携のねらい

１回行けば、３度おいしい博物館

博物館を活用した授業づくりの成果

博学連携のシミュレーション～未来の授業構想～

博物館を活用した授業づくり
～長篠合戦図屏風・火縄銃のレプリカの活用を通して～

　とよた歴史マイスターの活動は、今年で５年目を迎えました。今年度登録しているマイスターは88名。「とよ
たの歴史や文化財を学び、伝える」活動を行っています。大きく分類すると次の３つの活動になります。

　10月末現在、のべ320名のマイスターが上記の活動に参加しています。【講座・研修】に97名、【ガイド】に
205名、【研究】に18名の方が参加されています。
　みなさんご自身のできる範囲で、可能な時と場所で精力的に「学び、伝える活動」に加わっています。特に、豊
田市郷土資料館の事業にかかわる活動だけでなく、各マイスター自身の居住する地域での歴史や文化財を「学び、
伝える活動」も盛んに行っています。

　猿投台交流館自主グループ「歴史を知る会」、わくわく事業で活
動。冊子や看板、史跡巡りなどで地域の魅力を伝えている。学校へ
のサポートも行っている。

　各地域での「学び、伝える」活動の一端を紹介します。

【講座・研修】… 基礎講座、実践講座、各種研修会など
【ガ　イ　ド】… 展示・史跡ガイド、体験講座やスクールサポート支援
【研　　　究】… 学芸員やマイスター自身の提案による自主活動

☆猿投台交流館、わくわく事業で活動

　交流館自主グループ「保見の歴史を伝える会」で活動。広見城址
整備、伊保郷史跡見学や古文書をもとに郷土の歴史を伝えている。

☆保見交流館自主グループで活動

　上郷中、寿恵野小校区内にある史跡の案内人を務めている。それ
ぞれの史跡に詳しい地域の仲間と野外や教室で子どもたちの学びに
貢献している。

☆上郷中学校で地域学習講師として活動

　地元の小中学生だけでなく、他市から挙母祭りや七州城下の見学
に来る方々に対して、まちづくり協議会の仲間とともにその魅力を
紹介している。

　特別展に向けて、豊田市内の学校の校歌の歌詞に出てくる山や川、地名な
どを地図に落とし、校歌と景観の関連を調査分析しています。
　校歌に歌い込まれる対象は、その学校が所在する地域を象徴するものなの
ではないかという仮説のもとに作業を進めてきました。　　
　特に、ある一定の地域において歌い込まれる対象は、地域の意識がどこに
向いているのかを考える上で非常に示唆に富んでいるのではないかなど、多
くの発見を楽しんでいます。

☆挙母祭りや七州城下町を伝える活動

各地域編

　今回は、14名のマイスターとともに行っている、郷土資料館の特別展に向けた調査分析活動を紹介します。
郷土資料館事業編

特別展「猿投山 ―祈る山、観る山、登る山―」に向けて

「とよたの歴史や文化財を学び、伝える」
とよた歴史マイスター ２０１９

マイスター活動紹介

【猿投台地区での史跡巡り】

【童子山小3年生まち探検の講師】
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　大昔から現代まで、くらしの中で使われてきた「生活の道
具」を振り返ることで、私たちの生活の変化を理解すること
ができます。
　今回の企画展は、郷土資料館がこれまで収集してきた多数
の生活の道具の中から、私たちがくらしていく上で欠かすこ
とのできない「食べもの」に関する道具を紹介していきます。
どのような方法で食べものが加工・調理されていたのか、さ
まざまな道具を取り上げて食生活のうつりかわりを考えます。

最後の「かまど」・「改良かまど」
　ここでは、展示品の一つ、「改良かまど」を紹介します。
「かまど」とは、火を焚く場所を中心に周囲を壁状に囲み、
その壁の一部に薪をくべる焚口を設けて、上から鍋や釜をか
けて煮炊きを行う道具です。
　「かまど」の歴史は古く、日本には古墳時代に朝鮮半島か
ら伝わりました。発掘調査の際では、竪穴住居の中から「か
まど」の痕跡が見つかることがあります。このように1,500
年以上の歴史がある「かまど」ですが、その後長い年月の中
で形・材質を変え、最後の「かまど」である「改良かまど」
が登場します。
　「改良かまど」が登場する背景には、女性の地位向上と自
立のため、全国の農村部を中心に昭和20年代に展開された
生活改善運動があります。持ち運び可能で表面がタイルで装
飾された「改良かまど」は、女性が長時間拘束されていた台
所の環境改善の一環として推奨され、家の土間部分に作りつ
けられた従来の「土かまど」に代わって普及しました。「改
良かまど」には、煙突に加え焚口に蓋が取り付けられていた
ため、従来の「土かまど」とは違って建物内に煙が充満しな

くなり、調理を行う女性の健康に対する影響が減少されまし
た。また、熱を逃さないことで薪の消費が抑えられ、調理時
間も短縮されました。さらに「改良かまど」は運搬が可能な
ため、台の上などに設置することで、かがまずに立った姿勢
で炊飯できるようになり、炊事の利便性が向上しました。
　しかし、昭和40年代になるとプロパンガスが普及し、一
方で「かまど」が原因とされる火災が問題視されるようにな
りました。また、都市部においては集合住宅が増加し、住居
面積が縮小する状況も加わり、「改良かまど」は姿を消し、
ガスコンロに取って代わられることとなりました。そして今
は、IHクッキングヒーターが普及しつつある時代です。
　今回紹介した「改良かまど」のように、生活に関わる道具
は、社会状況や住宅事情の変化など、人々の生活の変化に合
わせて常に移り変わっていきます。企画展では、「かまど」
の他にも様々な生活の道具を展示していますので、ぜひご覧
いただき、生活のうつりかわりを実感してください。

思い出募集
　現在、「かまど」をはじめ、展示中の資料を実際に使用し
ていた方は少なくなっています。そのため、展示期間を通じ
て、道具を使用した貴重な思い出を収集し、今後のスクール
サポートや展示等、郷土資料館の活動に活用していきたいと
考えています。ご協力をよろしくお願いいたします。

（安藤　由真）

● 企画展紹介 ●

― くらしのうつりかわり ― 『食べものと道具』― くらしのうつりかわり ― 『食べものと道具』

改良かまど

豊田市郷土資料館企画展
　―くらしのうつりかわりー『食べものと道具』
会　　期：令和元年12月14日㈯～令和2年3月8日㈰
　　　　　月曜休館（祝日の場合は開館）
　　　　　年末年始休館（12月28日～1月4日）
　　　　　臨時休館（令和2年1月6日㈪～1月17日㈮）
開館時間：午前9時～午後5時
会　　場：民俗資料館（豊田市郷土資料館内）
関連イベント
・展示解説
　令和元年12月14日㈯、令和2年3月8日㈰
　両日ともに午前10時～午前10時30分
・古い道具で作る料理体験
　日　時：令和2年1月11日㈯
　　　　　午前10時30分～午後1時
　場　所：崇化館交流館 調理室（豊田市昭和町2−46）
　内　容：稲武地区に伝わる米粉のお菓子「からすみ」

を、挽臼（ひきうす）や蒸籠（せいろ）など、
昔の道具を使って調理する体験。

　対　象：小学生以上の子どもと保護者
　定　員：10組（応募多数の場合は抽選）
　参加費：1人200円（材料費）
　申込み：令和元年12月23日㈪［消印有効］までに〒住

所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を記
入して往復はがきで郷土資料館まで

・昔なつかし！ポン菓子実演
　日　時：令和2年2月22日㈯、午前10時～12時
　場　所：郷土資料館前庭
　備　考：お米がなくなり次第終了

広報とよた記事
（昭和42年12月号）
昭和40年代の初め、プロ
パンガスが普及する一方
で、「かまど」は火災の原
因とされていました。
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■豊田市郷土資料館利用案内■

　
    
　
　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　
  　

開館時間　午前９時～午後 5時
休 館 日　毎週月曜日（祝祭日は開館）、年末年始
入 館 料　無料（特別展開催中は有料）
交通案内　名鉄「梅坪駅」より南へ　徒歩 10 分
　　　　　名鉄「豊田市駅」より北へ　徒歩 15 分
　　　　　愛知環状線「新豊田駅」より北へ　徒歩 15 分
　　　　　とよたおいでんバス「陣中町一丁目」より西へ  徒歩５分
駐 車 場　約 20 台

　

■f

　令和５年度（2023年度）中の開館を予定している（仮称）豊田市博物館（以下、新博物館）は、自然分野
も扱う総合博物館を目指しています。豊田市内には、自然に関わる施設や地域資料館が数多くありますが、標
本などの自然系資料については、市内全体で、どのような資料がどれほどあるのか分かっていません。このた
め、今年度から市内の各施設を対象に、全体像を把握するための調査を進めています。
　自然系資料と一口に言っても、動植物から地質まで、その分野は多岐にわたります。新博物館で全ての資料
を収蔵することは物理的にも困難であるため、市内の自然関連施設と協力しながら資料の収集・保存を行って
いくことが不可欠です。また、それらの資料を相互活用することで、より充実した展示や講座を行うことがで
きるようになります。今回の調査結果をもとに、新博物館を含めた市内の自然関係施設同士で連携しながら、
豊田市全体での自然系資料の充実を目指していきたいと考えています。
　また、今年度には、長年にわたり豊田市内の淡水魚類を調査・研究をされてきた梅村淳二氏から、貴重な淡
水魚類の標本をご寄贈いただきました。標本瓶90本以上にも及ぶ標本は、矢作川研究所と共に中身の確認や
割れた保存瓶の交換など、長期保存のための処置を行いました。こうした、豊田市の自然の移り変わりを示す
貴重な標本を守り伝えていくことも、新博物館の大切な使命といえます。
　現在の豊田市郷土資料館には、自然系資料を整理し、収蔵していく設備が十分にあるとはいえません。関係
施設や豊田市の自然に関わる皆さんの力を借りながら、新博物館での自然分野が充実できるよう、一歩ずつ作
業を進めていきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（酒井　博嗣）
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